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1 はじめに 

導波管スロットアンテナとは中空金属管にスロットと呼ば

れる穴を空け、その穴からビームを放射するアンテナである。  

以前までは図１(a)の端部円形しか技術的に試作することが

できなかった。  しかし微細加工技術の進歩により、従来

は実現出来なかった矩形スロット端部削りの試作が実現出

来るようになった。 端部円形と端部矩形での比較を行う。 

 

2 研究目的 

  導波管に設けた 1 つの放射スロット端部形状が与える影

響について解析と実験により明らかにする。 

 

3 研究課題  

  端部矩形放射スロットの試作実現の用意と、実際に端部

矩形放射スロットを導波管に 1 本のみ設けた試作を行い、

解析と実験により比較する。 

 

4 研究内容 

本研究では有限要素法を用いた、電磁界解析ソフト

Femtet を用いた。 

端部矩形スロットでは端部円型スロットよりも解析に必要

とされるメッシュ数が圧倒的に少なくて済む。 よって解析に

使用する物理メモリ量も少なくなる。解析手順として、放射

量の制御を図１に記載されているように管軸からのスロット

の中心軸からのずれ So で同じ放射量１０％になるように制

御した。  スロットの長さ Sl で透過位相が 0 に近い(共振状

態)の値となるようにする。  

表１に示すように端部円形と端部矩形の放射量は近い

値になり、端部矩形のほうが短い解析時間で解析すること

でき、端部矩形の優位性を確認することができた。 

 

5 まとめ 

今後の課題は、端部矩形導波管を試作して、この導波

管で測定した値と解析値を比較して、試作した導波管の妥

当性を評価する。 

 

 

      
図１  (a) 端部円形             (b) 端部矩形 

 

 
図２ Femtet で再現した解析モデル 

 

表 1 端部円形と端部矩形の比較 
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位相 (degree) 放射量 (%) メッシュ数 解析時間(s) 物理メモリ[MB]

端部円形 0.003 9.960 58180     2分32秒 3940

端部矩形 0.004 10.080 12240 58秒 728
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